
 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年度末を控え、有期雇用の無期転換阻止のための雇止めが多発される中、非正規

労働者が力を結集するような取組みを進めるための契機として、この度、労働組合、学者、

弁護士がそれぞれの立場から経験を語り、広く非正規雇用の問題点について理解を深める会

を開催することとなりました。 

「有期雇用の自分の将来が不安」「職場の非正規の仲間の問題を解決したい」というみなさ

んにとって、より未来を明るくするためのヒントが得られる機会になるかと思います。 

みなさまお誘い合わせの上、ぜひご参加ください。 

 

 
【プログラム】 

 
  日本労働弁護団所属弁護士からの報告 
    ２０２４年４月から始まる労働条件明示のルール変更の内容とその影響について  

 

  コープさっぽろ労働組合の取組み 
    有期雇用者を勤続１年で無期雇用に転換する人事制度について 

 

パタゴニアユニオンのたたかい 
 契約更新５年上限ルールによる雇止め事案について 

 

  意見交換 
    労働組合、弁護士、学者、各立場からの提言 
 

 

【日時】                   【対象】  
  ２０２４年１月２９日(月)午後６時３０分から  非正規雇用問題に興味・関心 
                         のある方はどなたでもご参加     

【場所】                                         いただけます。 
北海道自治労会館 ３階 中ホール 
札幌市北区北６条西７丁目５－３ 

 

【参加方法】 
  参加申込不要、参加費無料 

 

 

主催：日本労働弁護団 北海道ブロック 

お問合せ先：北海道合同法律事務所 弁護士 加藤丈晴 (０１１－２３１－１８８８)          


